
●最初は親子サークルの15人のお母さんと人形をつくり、

自分たちの子どもと一緒にお話の世界を楽しみたくて、

人形劇を始めました。
●人形劇を見た子が演劇に関心をもち、後に部活で演劇

を始めた子もいて、繋がりを感じます。
●子どもから寄せられる声から、劇ひとつでも様々な考え

方があると教えられることがあります。

●スタッフが互いの事情を理解し合って尊重し合って活動

することが大事だと思います。
●活動資金面や今後の方向性については、皆が納得で

きる形で話し合ってきました。
●自分たちが表現するだけでなく、子どもたちと一緒に楽

しむようにしています。

●次の世代の子どもたちに何か受け継いでもらいたい。

例えば舞台裏の様子や人形や音響などを見たり触っ

たりすることで興味をもってもらい、子どもたちの将来の

一歩になれたらと思います。

これからやってみたいこと

●保育所の行事としての人形劇でしたが、「地区の方も

どうぞ」と広報されていたので参加しました。
●人形劇を、間近で、生で見ることができて感激しました。
●保育所に通ううちの年中の子も、かどわきさんと一緒に

楽しそうに踊っており、その様子を見ることができて私も

満足です。

参加のきっかけ、良かったこと

サークルスタッフの声

参加者の声

Chocolat☆ショコラ

活動内容動内容

● 人形劇

●読み聞かせ

●小学校での表現活動 

　など

　“こんなことを相談したら笑われる”と思わず、

周りの人に悩みを聞いてもらうといいと思います。

頑張りすぎないで、まずお父さんとお母さんが

子育てを楽しんでほしいです。

パパ・ママへのメッセージパ・ママへのメッセージ 活動内容パパ・ママへのメッセージ

サークルのアピー
ルポイント

人形劇は世代を超えたふれ合いです

サークル名

サークル情報

設立日

座長

活動日時

活動場所

会費

会員数

I n t e rvi e
w

人形劇の上演を通して自分た

ちが表現するだけでなく、子ども

と一緒に表現活動を楽しんでい

ます。子どもたちが手伝ってくれ

ることもあり、世代を超えたふれ

合いができ

ます。

参加者 Y.Hさん

座長 かどわきまりこさん

活 動 事 例動 事 例活 動 事 例
人形劇

　図書館や保育所、児童センターなど
で、人形劇を演じています。

きっかけ・良かったこと

平成4年4月

かどわきまりこさん

毎月第３土曜日　午後3：00～

滑川市立図書館「おはなしのへや」　（その他は相談の上、県内各地）

●公演料：1公演2万円＋交通費（要相談）　●スタッフ会費無料

●スタッフ6名　●参加者数：場所により変動

座長
かどわきまりこさん

ぬいぐるみショー

　ぬいぐるみのピピちゃんと一緒にみん
なでダンスをします。

読み聞かせ

　保育所では読み聞かせもしています。

活動を続ける工夫
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